
〈26 年 3 月 店内 BGM 曲目リスト〉 

 

●3 月 1 日～9 日 

・エヴァーラスティング・ラヴ（1995 グロリア・エステファン）  

・ホエア・イズ・ザ・ラヴ（1972 ダニー・ハサウェイ）  

・フリーホイーラー  

・ユア・ソング（1970 エルトン・ジョン）  

・チキチータ（1979 アバ）  

・組曲「動物の謝肉祭」より『白鳥』（【Cla】サン=サーンス）  

・オン・アンド・オン（1977 スティーヴン・ビショップ）  

・ギヴ・ミー・ユア・スマイル（1995 レイラ・ホワイト）  

・ストーニー・エンド（1970 バーブラ・ストライザンド）  

・ユア・スマイリング・フェイス（1977 ジェイムス・テイラー）  

・ア・サウザンド・マイルズ（2002 ヴァネッサ・カールトン）  

・ホァッツ・ゴーイング・オン（1975 マーヴィン・ゲイ）  

・パーソナリー（1982 カーラ・ボノフ）  

・ヒューマン・ネイチャー（1983 マイケル・ジャクソン）  

・オー・プリティ・ウーマン（1964 ロイ・オービソン）  

・亡き王女の為のパヴァーヌ（【Cla】ラヴェル）  

・素顔のままで（1977 ビリー・ジョエル）  

・イフ・アイ・エヴァー・ルーズ・ディス・ヘヴン（1975 アヴェレージ・ホワイト・バンド） 

●10 日～15 日 

・いつわりの瞳（1975 イーグルス） 

・マジック（1981 ポリス） 

・チェンジ・ザ・ワールド（1996 エリック・クラプトン） 

・ファスシネイション（1992 ワークシャイ） 

・愛ある限り（1975 キャプテン＆テニール） 

・ドリゴのセレナーデ（【Cla】ドリゴ） 

・ウィール・ビ・トゥゲザー（1987 スティング） 

・アイ・ジャスト・ワナ・ストップ（1979 ジノ・ヴァネリ） 

・1963 年 12 月 (あのすばらしき夜)（1967 フォー・シーズンズ） 

・去り行く恋人（1971 キャロル・キング） 

・アップサイド・ダウン（2005 ジャック・ジョンソン） 

・リーヴ・ザ・ドア・オープン（2021 アンダーソン/パーク シルク・ソニック） 

・サマー・ナイト（1978 オリヴィア・ニュートン=ジョン） 

・※ ドック・オブ・ベイ（1968 オーティス・レディング） 



・ラスト・ワルツ（1963 エンゲルベルト・フンパーディンク） 

・幻想即興曲（【Cla】ショパン） 

・ラヴ・ユーアンド・ドント・ユー・フォーゲット・イット 

・真夜中のオアシス（1974 マリア・マルダー） 

●16 日～22 日 

・デイブレイク 

・ザ・ゲーム・オブ・ラヴ（2002 ミッシェル・ビアンキ Feat カルロス・サンタナ） 

・小さな願い（1968 アレサ・フランクリン） 

・シェイク・イット・オフ（2014 テイラー・スウィフト） 

・サンホセへの道（1968 ディオンヌ・ワーウィック） 

・ピアノソナタ「悲壮」より（【Cla】ベートーベン） 

・シング・ア・ソング（1975 アース・ウィンド&ファイアー） 

・※ ハート・オブ・マイン（1987 ボビー・コールドウェル） 

・インディアン・ラヴ・コール（1952 スリム・ホィットマン） 

・ジーズ・アー・デイズ（1992 10,000 マニアックス） 

・ザ・ロンゲスト・タイム（1984 ビリー・ジョエル） 

・ハヴ・ユー・エヴァー・ハド・イット・ブルー（1986 スタイル・カウンシル） 

・愛はきらめきの中に（1977 ビー・ジーズ） 

・テイキン・イット・トゥ・ザ・ストリート（1976 ドゥービー・ブラザーズ） 

・喜びの世界（1971 スリー・ドッグ・ナイト） 

・G 線上のアリア（Cla:J.S.バッハ） 

・ワンス・アイ・ラヴド（1960 アントニオ・カルロス・ジョビン） 

・ウェイト・フォー・ミー（1979 ホール＆オーツ） 

●23 日～ 

・エヴァーラスティング・ラヴ（1995 グロリア・エステファン） 

・ホエア・イズ・ザ・ラヴ（1972 ダニー・ハサウェイ） 

・フリーホイーラー  

・ユア・ソング（1970 エルトン・ジョン） 

・チキチータ（1979 アバ） 

・組曲「動物の謝肉祭」より『白鳥』（【Cla】サン=サーンス） 

・オン・アンド・オン（1977 スティーヴン・ビショップ） 

・ギヴ・ミー・ユア・スマイル（1995 レイラ・ホワイト） 

・ストーニー・エンド（1970 バーブラ・ストライザンド） 

・ユア・スマイリング・フェイス（1977 ジェイムス・テイラー） 

・ア・サウザンド・マイルズ（2002 ヴァネッサ・カールトン） 

・ホァッツ・ゴーイング・オン（1975 マーヴィン・ゲイ） 



・パーソナリー（1982 カーラ・ボノフ） 

・ヒューマン・ネイチャー（1983 マイケル・ジャクソン） 

・オー・プリティ・ウーマン（1964 ロイ・オービソン） 

・亡き王女の為のパヴァーヌ（【Cla】ラヴェル） 

・素顔のままで（1977 ビリー・ジョエル） 

・イフ・アイ・エヴァー・ルーズ・ディス・ヘヴン（1975 アヴェレージ・ホワイト・バンド） 

 


